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1 まえがき
オンデマンド型無線ネットワークはセンサノードの消

費電力を削減する方式の一つである.これは,センサノー
ドがウェイクアップ信号により起動し,データをシンク
ノードに送信するシステムである.オンデマンド型無線
ネットワークには起動センサノード数の制御と多数ノー
ドの起動によるチャネル間干渉の二つの問題がある. そ
の解決手法として,ウェイクアップ信号受信のパターン
マッチやランダムタイマーによる送信時間の調整, マル
チキャリア符号分割多元接続があり,起動センサノード
数の制限とリバースリンクにおける干渉低減がなされて
いた [1]. しかし,リバースリンクにおいては,同一のデー
タを持つパケットであっても個別に復調されており, 性
能改善につなげられていなかったった.
　本稿では,リバースリンクにおける性能向上を図るた
め, 複数のパケットを合成する方法を利用する. シミュ
レーションにより,受信パケット成功率を評価する.
2 システム構成
図１に, システムモデルを示す.このシステムは最初

にシンクノードからウェイクアップ信号をセンサノード
に送信する.次に,ウェイクアップ信号を検出したセンサ
ノードはウェイクアップし,シンクノードにパケットを
送信する.その際,N個のスロットから一つを選び,その
スロットタイミングでパケットを送信する. 起動センサ
が M個の場合,M個のパケットが N個のスロット上に
配置される.ただし, 各ノードで選択するスロットは,独
立に選択されるため,パケットが重なることもある.その
後,データを送信したセンサノードは再びスリープ状態
に移行する.シンクノードでは当該スロットのスロット
毎にキャリア復調を行い,その出力の閾値判定により,パ
ケットの有無をを推定する.次に,推定したスロットのパ
ケットを合成し [2],送信データの推定を行う.

3 性能解析
図２に,ビットエネルギー対雑音電力密度比に対する受

信パケット成功率を示す. ただし,1パケットは 128ビッ
トのデータからなり,全てのデータが正しく復調した場
合にパケット成功となる.白色ガウス雑音通信路を仮定
し,同期誤差を [−π/4,+π/4]に一様分布し,スロット数
Nを 10とする. これより,本方式は個別に復調するより
も性能改善可能であることが分かる.

4 むすび
本稿では,リバースリンクからのデータ送信において,

複数のパケットを合成する方式を用いる場合についてを

検討した.リバースリンクにおいて,個別に復調するより
も性能が向上できることがわかった.
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図 1 システムモデル
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図 2 センサ毎の Eb/N0に対する受信パケット成功率
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